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※規定に定めのない事項については、評議員選任管理委員会の決するところによるものとします。 

※本実施要領における卒業生は寄附行為施行細則第 8条第 2項の該当者（7ページに記載）を除く者

とします。 

※評議員選挙の期間中は、関連情報について逐次東京薬科大学ホームページ*に掲載します。 

※卒業生の方には令和 5（2023）年8月下旬に「投票用紙」を郵送します。「卒業生評議員立候補者名簿

等」は東京薬科大学ホームページ*に掲載します。 

 

* 東京薬科大学ホームページ（https://www.toyaku.ac.jp/）「卒業生の方」ページに 

第 24期評議員選挙 に関するページへのリンクを設けます（P.5参照）。
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公   告 
令和 5（2023）年 5 月 15 日 

 

学 校 法 人  東 京 薬 科 大 学 

評 議 員 選 任 管 理 委 員 会 

委員長  小杉 義幸 

委 員  鈴木 俊也 

委 員  渡邉 方乃 

 

学校法人東京薬科大学寄附行為第 25条第 1項第 5号に基づく評議員（卒業生評

議員）の選任を下記のとおり実施する。 

 

記 

 

１．学校法人東京薬科大学寄附行為施行細則第 7条第 1項による 

一般社団法人東京薬科大学同窓会東薬会理事会からの推薦 

令和 5（2023）年 6月 5 日(月)締切 

２．学校法人東京薬科大学寄附行為施行細則第 7条第 2項による選任 

１） 立候補の届出 令和 5（2023）年 7月 12 日(水) 17 時必着 

２） 投票期間 令和 5（2023）年 8月 21 日(月)～9 月 20 日(水) 

３） 開票日 令和 5（2023）年 9月 27 日(水) 

 

以上 

 

  

東京薬科大学

広 報 号 外
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Ⅰ．卒業生評議員の選任について 

はじめに 

現第 23 期評議員の任期は、令和 5（2023）年 10 月 13 日をもって満了となります。学校法人東

京薬科大学評議員選任管理規程に基づき、第 24 期評議員の選出を行う評議員選任管理委員 3 名

（小杉義幸（大 21回薬男卒）、鈴木俊也（大 33回薬男卒）、渡邉方乃（大 27回薬女卒））が、理事

長から推薦され、令和 5（2023）年 3月 19日の評議員会において承認されました。その後、同年 3

月 30 日に第 1 回評議員選任管理委員会を開催し、委員長に小杉義幸が選出、評議員選任に向けて

スタートしました。関係規則に則り、厳粛に進めてまいります。 

 

（1）．推薦制(選任定数 3 人)の仕組みについて 

「一般社団法人東京薬科大学同窓会東薬会」理事会から推薦された者男女各 1人以上を含

む 3人を選任する。  

（2）．直接選挙制(選任定数 12 人)の仕組みについて 

①スケジュール 

 

 

 

②評議員に立候補を希望する卒業生は、評議員選任管理委員会に立候補届出を行う。 

③評議員選任管理委員会は、当該立候補者が卒業生評議員の資格を有することを確認後、「卒

業生評議員立候補者名簿」を東京薬科大学ホームページに掲載する。 

④選挙権を有する卒業生（P.6参照）に投票用紙を送付する。

⑤選挙権を有する卒業生は自分の属する群区を P3、4「Ⅱ、Ⅲ．群区表」で確認し、この名

簿の中から、自分が属している同群区内で評議員に相応しい者を選び、投票用紙を評議員

選任管理委員会宛てに返送する。 

⑥選任定数 

 A群：男 2 人・女 2人、B群：男 2人・女 2 人、C群：男 1人・女 1 人、D群： 2人 

⑦卒業生評議員の決定 

 群区内における投票により、その得票数の多い者が、卒業生評議員となる。 

 

5 月 15 日 
8 月 21 日～ 
9 月 20 日 9 月 27 日 

7 月 12 日

17 時必着 8 月 21 日 

投票 立候補受付 結果の確認 立候補者の公示
（ホームページ）

公告 

B群
男 2名
女 2名

C群
男 1名
女 1名

D群
2名

A群
男 2名
女 2名

有権者
（選挙人）

評議員立候補者
（被選挙人：25歳以上の卒業生） 選任人数

B群
薬学部卒後25年から45年までの者
［昭和53年卒（大26回）から
平成10年卒（大46回）まで］

C群
薬学部卒後24年までの者

［平成11年卒（大47回）以降の者］

D群
生命科学部を卒業した者
［生命科学部卒業生全員］

A群
薬学部卒後46年以上の者

［昭和52年卒（大25回）以前］

B群
薬学部卒後25年から45年までの者
［昭和53年卒（大26回）から
平成10年卒（大46回）まで］

C群
薬学部卒後1年から24年までの者
［平成11年卒（大47回）から
令和4年卒（大70回）まで］

D群
生命科学部卒後3年以上の者
［令和2年卒（生23回）以前］

A群
薬学部卒後46年以上の者

［昭和52年卒（大25回）以前］

立候補・選出 群区ごとに
投票
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Ⅱ．群区表（A 群区、B 群区） 

※本学の学部・大学院の両方を卒業・修了した方は、学部の卒業時点をもって、上表の区分に適用します。
※本学の学部を卒業せず本学の大学院各課程を修了した方については、評議員選任管理委員会事務局まで

お問い合わせください。

 ＜薬学部 男子部＞ ＜薬学部 女子部＞  ＜薬学部 男子部＞ ＜薬学部 女子部＞
群 回　数 卒業年 回　数 卒業年 選任定数 群 回　数 卒業年 回　数 卒業年 選任定数

卒年35和昭６２大卒年35和昭６２大年7和昭～年9正大３１～1専

卒年45和昭７２大卒年45和昭７２大卒年80和昭１専卒年80和昭４１専

卒年55和昭８２大卒年55和昭８２大卒年90和昭２専卒年90和昭５１専

卒年65和昭９２大卒年65和昭９２大卒年01和昭３専卒年01和昭６１専

卒年75和昭０３大卒年75和昭０３大 卒年11和昭４専卒年11和昭７１専

卒年85和昭１３大卒年85和昭１３大 卒年21和昭５専卒年21和昭８１専

卒年95和昭２３大卒年95和昭２３大 卒年31和昭６専卒年31和昭９１専

卒年06和昭３３大卒年06和昭３３大 卒年41和昭７専卒年41和昭０２専

卒年16和昭４３大卒年16和昭４３大 卒年51和昭８専卒年51和昭１２専

卒年26和昭５３大卒年26和昭５３大 )月3(卒年61和昭９専)月3(卒年61和昭２２専

卒年36和昭６３大卒年36和昭６３大 )月21(卒年61和昭０１専)月21(卒年61和昭３２専

卒年10成平７３大卒年10成平７３大 卒年71和昭１１専卒年71和昭４２専

卒年20成平８３大卒年20成平８３大 卒年81和昭２１専卒年81和昭５２専

卒年30成平９３大卒年30成平９３大 卒年91和昭３１専卒年91和昭６２専

卒年40成平０４大卒年40成平０４大 卒年02和昭４１専卒年02和昭７２専

卒年50成平１４大卒年50成平１４大 卒年12和昭５１専

卒年60成平２４大卒年60成平２４大 卒年22和昭６１専卒年22和昭８２専

卒年70成平３４大卒年70成平３４大 卒年32和昭７１専卒年32和昭９２専

卒年80成平４４大卒年80成平４４大 卒年42和昭８１専卒年42和昭０３専

卒年90成平５４大卒年90成平５４大 卒年52和昭９１専卒年52和昭１３専

卒年01成平６４大卒年01成平６４大 卒年62和昭０２専卒年62和昭２３専

大１ 昭和28年卒 大１ 昭和28年卒

大２ 昭和29年卒 大２ 昭和29年卒

大３ 昭和30年卒 大３ 昭和30年卒

大４ 昭和31年卒 大４ 昭和31年卒

大５ 昭和32年卒 大５ 昭和32年卒

大６ 昭和33年卒 大６ 昭和33年卒

大７ 昭和34年卒 大７ 昭和34年卒

大８ 昭和35年卒 大８ 昭和35年卒

大９ 昭和36年卒 大９ 昭和36年卒

大１０ 昭和37年卒 大１０ 昭和37年卒

大１１ 昭和38年卒 大１１ 昭和38年卒

大１２ 昭和39年卒 大１２ 昭和39年卒

大１３ 昭和40年卒 大１３ 昭和40年卒

大１４ 昭和41年卒 大１４ 昭和41年卒

大１５ 昭和42年卒 大１５ 昭和42年卒

大１６ 昭和43年卒 大１６ 昭和43年卒

大１７ 昭和44年卒 大１７ 昭和44年卒

大１８ 昭和45年卒 大１８ 昭和45年卒

大１９ 昭和46年卒 大１９ 昭和46年卒

大２０ 昭和47年卒 大２０ 昭和47年卒

大２１ 昭和48年卒 大２１ 昭和48年卒

大２２ 昭和49年卒 大２２ 昭和49年卒

大２３ 昭和50年卒 大２３ 昭和50年卒

大２４ 昭和51年卒 大２４ 昭和51年卒

大２５ 昭和52年卒 大２５ 昭和52年卒

男　2人
女　2人

A
　
　
群
　
　
区

男　2人
女　2人

B
　
　
群
　
　
区
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Ⅲ．群区表（C 群区、D 群区） 

※本学の学部・大学院の両方を卒業・修了した方は、学部の卒業時点をもって、上表の区分に適用します。
※本学の学部を卒業せず本学の大学院各課程を修了した方については、評議員選任管理委員会事務局まで

お問い合わせください。

 ＜薬学部 男子部＞ ＜薬学部 女子部＞ ＜生命科学部＞  
群 回　数 卒業年 回　数 卒業年 選任定数 群 回　数 卒業年

卒年01成平１生卒年11成平７４大卒年11成平７４大 

卒年11成平２生卒年21成平８４大卒年21成平８４大 

卒年21成平３生卒年31成平９４大卒年31成平９４大 

卒年31成平４生卒年41成平０５大卒年41成平０５大 

卒年41成平５生卒年51成平１５大卒年51成平１５大 

卒年51成平６生卒年61成平２５大卒年61成平２５大 

卒年61成平７生卒年71成平３５大卒年71成平３５大 

卒年71成平８生卒年81成平４５大卒年81成平４５大

卒年81成平９生卒年91成平５５大卒年91成平５５大

卒年91成平０１生卒年02成平６５大卒年02成平６５大

卒年02成平１１生卒年12成平７５大卒年12成平７５大

卒年12成平２１生卒年22成平８５大卒年22成平８５大

卒年22成平３１生卒年32成平９５大卒年32成平９５大

卒年32成平４１生卒年42成平０６大卒年42成平０６大

卒年42成平５１生卒年52成平１６大卒年52成平１６大

卒年52成平６１生卒年62成平２６大卒年62成平２６大

卒年62成平７１生卒年72成平３６大卒年72成平３６大

卒年72成平８１生卒年82成平４６大卒年82成平４６大

卒年82成平９１生卒年92成平５６大卒年92成平５６大

卒年92成平０２生卒年03成平６６大卒年03成平６６大

卒年03成平１２生卒年13成平７６大卒年13成平７６大

卒年13成平２２生卒年2和令８６大卒年2和令８６大

卒年2和令３２生卒年3和令９６大卒年3和令９６大

卒年3和令４２生卒年4和令０７大卒年4和令０７大

卒年4和令５２生卒年5和令１７大卒年5和令１７大

生２６ 令和5年卒

選任定数

C
　
　
群
　
　
区

男　1人
女　1人 2人

D
　
　
群
　
　
区
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Ⅳ．直接選挙制による卒業生評議員の選任までの手順 

 

 

卒業生の方 

 

Ⅴ．前回の評議員選任との変更点 

選任方法については、特に変更はありません。 

 

 

 

 

*東京薬科大学ホームページ（https://www.toyaku.ac.jp/） 

「卒業生の方」ページに第 24 期評議員選の告知ページを掲載します。 

立候補者名簿の作成
立候補者の資格を確認し、群区別に整理。
「卒業生評議員立候補者名簿」を作成。

立候補者が定数に満たない群区がある場
合は「選考委員会」を設置し選出。

投票用紙の開封・集計
令和5（2023）年9月27日（水）

卒業生評議員12名決定・発表

卒業生評議員立候補の届出
令和5（2023）年

7月12日（水）17時必着（郵送のみ）

卒業生

評議員選任管理委員会

②名簿の掲載と投票用紙の発送
群区別の名簿を本学ホームページに掲載
し、名簿の確認方法と投票用紙を郵送。

③群区別による投票（郵送）
＊投票用紙到着後～9月20日（水）必着

①卒業生評議員立候補届及び
推薦書の届出
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Ⅵ．まとめ 

※選考委員会：卒業生評議員に立候補する届出がない場合、又は届出数が定員を欠く場合は、選考

委員会が設置されます。（評議員選任規則第 10条参照) 

 
  

 

立 候 補 者 

① 立候補できる者 

・本学の卒業生で、令和 5（2023）年 5月 15 日（月）現在で 25 歳

以上の者であり、かつ、自身が属する群区内の学部卒業後年数の

要件を満たし、卒業生 10人以上の推薦書がある者

②立候補できない者 

・本法人の職員 
・推薦制（東薬会理事会推薦）による被推薦者 
・成年被後見人又は被保佐人 
・禁錮以上の刑に処せられた者 

推 薦 人 

①推薦人になれる者(推薦できるのは 1人である) 

・立候補者と同一群区に属する者 
②推薦人になれない者 

・立候補者 

・本法人の職員 
・推薦制(東薬会理事会推薦)による被推薦者 

 

選 挙 権 

①選挙権を有する者 

・②の者を除く卒業生全員 

②選挙権を有さない者 

・本法人の職員 
・推薦制（東薬会理事会推薦）による被推薦者 

投 票 
選挙人は、自分が属する群区内の立候補者を評議員立候補者名簿の

中から、男女の区分なく投票する。 
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Ⅶ.

参照してください。本項目については郵送でお送りしている実施要領を本項目については郵送でお送りしている実施要領を参照してください。



Ⅷ．卒業生評議員立候補取扱要項 

 

１．評議員の任期開始日  令和5 （2023） 年10月14日 

私立学校法改正により、任期は令和9 （2027） 年4月1日以後、最初に招集される定時評議員会の

終結の時を以て終了する。

 

２．立候補資格 

次の要件をすべて満たしている者 

(1) 東京薬科大学又はその前身たる東京薬学専門学校、東京薬学専門学校女子部及び東京薬学

校を卒業し、この法人の職員でない者。また、推薦制による被推薦者になっていない者。 

(2) 年齢25歳以上の者(令和5 （2023） 年5月15日現在) 

(3) 自身が属する群区の学部卒業後年数を満たしている者 

(4) 立候補者と同群区に属する卒業生10名以上の推薦を受けている者 

なお、次のいずれかに該当する者は立候補できません。 

(1) 成年被後見人又は被保佐人 

(2) 禁錮以上の刑に処せられた者 

(3) 満25歳未満の者 

 

３．推薦人資格 

(ア)推薦人になれる者(推薦できるのは1人の立候補者のみである) 

・立候補者と同一群区に属する者であれば、男女に関係なく推薦人になれる。 

(イ)推薦人になれない者 

・立候補者、本法人の職員及び推薦制による被推薦者 

 

４．応募締切 

令和5 （2023） 年7月12日(水) 17時必着 

 

５．立候補手続き 

立候補者は、次の必要書類を揃えて、郵送（簡易書留、書留又はレターパックプラス）にて、

提出してください。 

(1) 卒業生評議員立候補届 1通（P.11） 

(2) 推薦書貼付台紙(推薦書が10通以上貼付してあるもの) １通（P.13） 

(3) 卒業証明書 1通 

※ 卒業証明書の発行手続方法は、本学ホームページの「卒業生の方」から「証明書

の発行」をご覧いただくか、薬学事務課（042-676-5892）又は、生命科学事務課

(042-676-8792)までお問い合わせください。なお、発行手数料がかかります。 

(4) 卒業生評議員立候補届に係る連絡先届書 1通（P.17） 

 

６．卒業生評議員立候補者資格確認の通知 

【卒業生評議員立候補届】締切後に開催する評議員選任管理委員会で立候補者としての資格を

確認し、結果を本人に通知します。 

 

 

 

私立学校法の改正について（令和5年改正）

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shiritsu/mext_00001.html
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「卒業生評議員立候補届」は、電子ファイルにより入力、出力（印刷）して作成することも

可能です。ただし、作成した立候補届を電子メールで提出することはできません。必ず簡易

書留、書留又はレターパックプラスにて郵送してください。電子ファイルの使用を希望される

方は、評議員選任管理委員会事務局まで、次の事項を記載の上、メールにてお申し込みくだ

さい。 

 

・宛先：senkyo24@toyaku.ac.jp 

・件名：卒業生評議員立候補届電子ファイル希望 

・必要事項：氏名、卒業学部、卒業回、卒業年、住所、電話番号、E-mailアドレス 

 

  

７．【卒業生評議員立候補届】と【推薦書】の公表について 

卒業生評議員への立候補のため提出された【卒業生評議員立候補届】および【推薦書】は、その

まま電子化し、卒業生（選挙人）に向けて本学ホームページに掲載します。なお、希望者には郵

送します。 

 

８．【卒業生評議員立候補者名簿】の作成について 

評議員選任管理委員会は卒業生評議員立候補者を群区に分け、【卒業生評議員立候補者名簿】を

作成します。なお、名簿は、氏名、卒業学部、卒業年、卒業回、現職名を卒業回数順の氏名50音

順に作成するとともに、卒業生（選挙人）に向けて本学ホームページに掲載します（閲覧方法に

際しては投票用紙とともに告知します）。なお、希望者には郵送します。 

 

９．その他の注意事項について 

(1) 所信欄には、宗教、差別的な表現及び特定な政治活動等の記載はできません。 

(2) 万一記載漏れ等により書類が不備な場合には、受付しかねる場合もありますのでご注意く

ださい。 

(3) 応募締切後に到着した書類については受付できませんので、余裕をもってご提出ください。 

(4) 提出された関係書類は返却致しませんのでご了承ください。 

(5) 評議員選任管理委員会より本人の意思確認をさせていただく場合があります。 

なお、その際は、評議員選任管理委員会からご本人へご連絡をし、改めてご本人から折り

返し、ご連絡をいただくことで、評議員選任管理委員会からの確認とさせていただきます。 

(6) 立候補者は、正当な理由がなければ立候補を取り下げることはできません。 

 

10．問合せ先・書類送付・提出先 

〒192-0392 東京都八王子市堀之内1432-1 

学校法人東京薬科大学 総務部総務課内 

評議員選任管理委員会事務局 

電話：042-676-6702（月曜～金曜日8:45～17:00（祝日を除く）） 

E-mail：senkyo24@toyaku.ac.jp 
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卒業生評議員立候補届 


 

 

令和5 （2023）年5月15日現在 

- 11 -

本頁の電子データをご希望される場合には
評議員選任管理委員会事務局までご連絡をお願いいたします。
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【推薦書貼付台紙】

注：この推薦書貼付台紙は立候補者 1 人に対して 1 枚に限ります。（11 人以上の推薦書を貼付する場合は、

裏面をご利用ください。ただし、裏面は公表されません）記名・押印のない場合は無効となります。




- 13 -

本頁の様式については
郵送しております実施要領（冊子版）をご利用ください。
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【推薦書】 
 
 
   

推薦書は記入・押印の上、推薦する卒業生評議員立候補者へ 

切り取ってお渡しください 

 

 

 
注：必要事項への記入・押印のない場合は、無効となります。 

 
 
 
 

※ 推薦人についての注意（推薦できるのは１人です） 
 
 

①推薦人は、立候補者と同群区分に属する者で、卒業学部、男女は問いません。 
②C 群区または D 群区に属している立候補者の推薦人は、令和5（2023）年 5月15日

現在、25歳未満の者もなることができます。 
③推薦人になれない者 
立候補者と、本法人の職員及び推薦制(一般社団法人東京薬科大学同窓会東薬会理

事会からの推薦)によって既に被推薦者になっている者。 
④立候補者のご家族の方が推薦人となる場合には、立候補者とは異なる印鑑をご使

用ください。また、ご家族のうち複数の方が、推薦人になる場合には、それぞれ

異なる印鑑をご使用ください。  
⑤「推薦書」の被推薦者（卒業生評議員立候補者）及び推薦人の記名、押印漏れが

ないかご確認ください。 
 

  


 

 

 

- 15 -

推薦書については
郵送しております実施要領（冊子版）を

ご利用ください
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卒業生評議員立候補届に係る連絡先届書 

      

   


 

 

- 17 -

記入用紙については
郵送にてお届けしている実施要領（冊子版）をご確認ください。
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Ⅸ．評議員選任関係規程 

１．学校法人東京薬科大学寄附行為《抜粋》 

令和 5 年 1 月 10 日改正 

 

第 3 章 役員及び理事会 

(役員) 

第 5条 この法人に次の定数の役員を置く。 

(1) 理事 12人以上 14人以内 

(2) 監事 2人以上 3人以内 

2 理事のうち 1 人を理事長とし、理事会において理事総数(以下理事の現員数を表す。)の過半数の

議決により選任する。理事長の職を解任するときも同様とする。 

3 理事のうち 1 人を、理事会において理事総数の過半数の議決により副理事長に選任することがで

きる。副理事長の職を解任するときも同様とする。 

4 理事(理事長、副理事長を除く。)のうち 3 人以内を常務理事とし、理事会において理事総数の過

半数の議決により選任する。常務理事の職を解任するときも同様とする。 

5 監事のうち 1人を、理事会において理事総数の過半数の議決により常任監事とすることができる。 

(理事の選任) 

第 6条 理事は、次の各号に掲げる者とする。 

(1) 学長 

(2) 学部長 

(3) 事務局長 

(4) 評議員のうちから事務職員及び学識経験者評議員以外の評議員により選任した者 7人 

(5) 学識経験者のうち理事会において選任した者 1人以上 3人以内 

2 前項第 1 号、第 2 号、第 3 号及び第 4 号に規定する理事は、学長、学部長、事務局長又は評議員

の職を退いたときは理事の職を失うものとする。 

3 第 1 項第 5 号に規定する理事は、理事会において理事総数の過半数の議決によりその職を解任す

ることができる。 

(監事の選任) 

第 7条 監事は、この法人の理事、職員(学長、教員、その他の職員を含む。以下同じ。)、評議員又

は役員の配偶者若しくは三親等以内の親族以外の者であって理事会において選出した候補者のうち

から、評議員会の同意を得て、理事長が選任する。 

2 前項の選任に当たっては、監事の独立性を確保し、かつ、利益相反を適切に防止することができ

る者を選任するものとする。 

(監事の兼職禁止) 

第 8条 監事は、理事、評議員又は学校法人の職員と兼ねてはならない。 

(役員の任期) 

第 9条 役員(第 6条第 1 項第 1号、第 2号及び第 3号に掲げる理事を除く。以下この条において同

じ。)の任期は、4 年とする。ただし、補欠の役員の任期は、前任者の残任期間とし、第 6 条第 1 項

第 5号に掲げる理事の任期は、第 6条第 1項第 4号に掲げる理事の任期満了時までとする。 

2 役員は、再任されることができる。 

3 役員は、その任期満了の後でも、後任の役員が選任されるまでは、なお、その職務(理事長にあっ

ては、その職務を含む。)を行う。ただし、第 6 条第 1 項第 4 号に掲げる理事は評議員の任期満了と

共に理事の職を失い、その後任は、評議員会において選任する。 

～ 略 ～ 
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(理事長の職務) 

第 12条 理事長は、この法人を代表し、その業務を総理する。 

(副理事長の職務) 

第 13条 副理事長は、理事長を補佐し、この法人の業務を掌理する。 

(常務理事の職務) 

第 14条 常務理事は、理事長および副理事長を補佐し、この法人の業務を分掌する。 

(理事の代表権の制限) 

第 15条 理事長以外の理事は、この法人の業務について、この法人を代表しない。 

～ 略 ～ 

(理事会) 

第 18条 この法人に理事をもって組織する理事会を置く。 

2 理事会は、学校法人の業務を決し、理事の職務の執行を監督する。 

3 理事会は、理事長が招集する。 

～ 略 ～ 

 

第 4 章 評議員会及び評議員 

(評議員会) 

第 21条 この法人に、評議員会を置く。 

2 評議員会は、36人以上 38人以内の評議員をもって組織する。 

3 評議員会は、理事長が招集する。 

～ 略 ～ 

(諮問事項) 

第 23 条 次の各号に掲げる事項については、理事長において、あらかじめ評議員会の意見を聴かな

ければならない。 

(1) 予算及び事業計画 

(2) 事業に関する中期的な計画 

(3) 借入金(当該会計年度内の収入をもって償還する一時の借入金を除く。)及び基本財産の処分並

びに運用財産中の不動産及び積立金の処分 

(4) 役員に対する報酬等(報酬、賞与その他の職務遂行の対価として受ける財産上の利益及び退職

手当をいう。以下同じ。)の支給の基準 

(5) 予算外の新たな義務の負担又は権利の放棄 

(6) 目的たる事業の成功の不能による解散 

(7) 残余財産の処分に関する事項 

(8) 合併 

(9) 寄附金品の募集に関する事項 

(10) その他この法人の業務に関する重要事項 

～ 略 ～ 

第 25条 評議員は次の各号に掲げる者とする。 

(1) 学長 

(2) 学部長 

(3) 事務局長 

(4) 職員のうちから選任された者 11人 

(5) 東京薬科大学又はその前身たる東京薬学専門学校、東京薬学専門学校女子部及び東京薬学校を

卒業し、年齢 25年以上の者で、この法人の職員でない者のうちから選任された者 15人 

(6) 学識経験者 6人以上 8人以内 
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2 前項第 1 号から第 4 号までに規定する評議員は、学長、学部長、事務局長又は職員の地位を退い

たときは、評議員の職を失うものとする。 

3 第 1項第 4号、第 5号及び第 6号に規定する評議員の選任方法は別に定める。 

(任期) 

第 26 条 評議員(第 25 条第 1 項第 1 号、第 2 号及び第 3 号に規定する者を除く。この条中以下同

じ。)の任期は、4年とする。ただし、補欠の評議員の任期は、前任者の残任期間とする。 

2 評議員は、再任されることができる。 

～ 略 ～ 

 

第 9 章 補則 

～ 略 ～ 

(公告の方法) 

第 50条 この法人の公告は、東京薬科大学の掲示場に掲示して行う。 

(施行細則) 

第 51 条 寄附行為の施行についての細則の改廃については、学校法人東京薬科大学寄附行為施行細

則において定める。 

～ 略 ～ 

附 則 

1 この寄附行為は、文部科学大臣の認可の日(令和 5年 1月 10日)から施行する。 

 

 

 

 

２．学校法人東京薬科大学寄附行為施行細則 

令和 5 年 3 月 19 日改正 

 

第 1 章 総則 

(趣旨) 

第 1条 学校法人東京薬科大学寄附行為(以下「寄附行為」という。)の施行に関する事項はこの細則

の定めるところによる。. 

 

第 2 章 理事の選任 

(理事の選任) 

第 2 条 寄附行為第 6 条第 1 項第 4 号の規定による理事は、寄附行為第 25 条第 1 項第 1 号から第 6

号までの規定により選任された評議員のうちから、事務職評議員及び学識経験者評議員以外の評議

員により遅滞なく、選任する。選任の方法は、事務職員評議員及び学識経験者評議員以外の評議員に

より定める。なお、投票により決定する場合は、委任状による出席者は投票に加わることはできない。 

2 寄附行為第 6 条第 1 項第 5 号の規定による理事(以下「学識経験者理事」という。)は、法人の運

営、業務の執行について、必要な学識経験を有する者とする。 

3 学識経験者理事の数は、その任期の開始当初は 1 人とし、以後、3 人まで増員することができる

ものとする。なお、学識経験者理事を選任する際は、少なくとも 1 人を外部から登用するものとす

る。 

4 前項でいう増員にかかる理事の選任は、評議員会の意見を聞いたうえで、理事会決議によるもの

とする。 
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第 3 章 評議員の選任 

(選任の管理) 

第 3条 寄附行為第 25 条第 1項第 4 号及び第 5 号の評議員の選任に当っては、理事長が推薦し、評

議員会において承認を受けた委員若干名をもって、評議員選任管理委員会(以下「管理委員会」とい

う。)を組織し、選任を管理する。管理委員は監事以外の者でなくてはならない。 

2 管理委員会は、管理委員の互選により、委員長を定める。 

3 管理委員会は、評議員選任の公告後、150 日以内に、別に定める学校法人東京薬科大学評議員選

任規則(以下「選任規則」という。)により、評議員の選任を完了しなければならない。 

4 管理委員会は、選出された評議員の予定者について、資格の確認と本人の承諾を得たのち、評議

員に選任されたことを公告し、本人に当選証書を付与する。 

(職員評議員を選任する区分及び定数) 

第 4 条 寄附行為第 25 条第 1 項第 4 号の規定により職員から選任される評議員(以下「職員評議員」

という。)の選任の区分及び定数は次のとおりとする。 

区 分 定数 

教育職員 
薬学部 6人 

生命科学部 2人 

 人3 員職務事

(職員の定義) 

第 5条 寄附行為第 25条第 1項第 4号に規定する職員とは、常勤の専任職員をいう。 

(職員評議員の選挙人、被選挙人) 

第 6 条 職員評議員に係る選挙人は、選挙公示の日において、在職している者(学長を除く。)とす

る。 

2 職員評議員の被選挙人は、教育職員(学長及び学部長を除く。)にあっては講師以上、事務職員(事

務局長を除く。)にあっては課長(課長相当者を含む。)以上で、かつ、選挙公示の日において、職員

として 1年以上在職し、年齢 25年以上の者とする。 

(卒業生評議員の選任) 

第 7 条 寄附行為第 25 条第 1 項第 5 号の規定により、卒業生から選任される評議員は東京薬科大学

又はその前身校を卒業した年齢 25年以上の者 15人とする。 

(1) 一般社団法人東京薬科大学同窓会東薬会理事会から推薦された者 男女計 3人 

(2) 前号に該当する者は卒業生評議員予定者とする。 

2 寄附行為第 25 条第 1 項第 5 号の規定により、前項に該当する者を除いた卒業生(東京薬科大学又

はその前身校を卒業)で年齢 25年以上の者から選任された者 12人 

(卒業生評議員を選任する区分及び定数) 

第 8条 前第 7条第 2項の規定による評議員(以下「卒業生評議員」という。)の選任の区分及び定数

は、次のとおりとする。 

群別 
定 数 

区  分 
男 女 

A群 2人 2人 東京薬科大学薬学部卒業後 46年以上経過している者 

B群 2人 2人 東京薬科大学薬学部卒業後 25年から 45年までの者 

C群 1人 1人 東京薬科大学薬学部卒業後 1年から 24年までの者 

D群 2人 東京薬科大学生命科学部卒業後 3年以上の者 

(1) 東京薬科大学又はその前身校を卒業した者に係る区分は、卒業後の年数により上表の区分を適

用するものとする。 
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(2) 東京薬科大学専攻科(医療薬学専攻)又は東京薬科大学大学院修士課程、博士課程前期課程(生

命科学研究科に飛び級入学した者を含む。)、博士課程後期課程及び博士課程(4 年制)を修了した者

については、修了後の年数をもって前号の「卒業後の年数」と読み替えて上表の区分を適用するもの

とする。 

(3) 前第 2 号に列記した学部、学校、専攻科、又は大学院各課程のうち複数のものを卒業又は修了

した者については、そのうちもっとも早い卒業又は修了の時点をもって、「卒業後の年数」を起算す

るものとする。 

2 東京薬科大学の専任職員は、その身分を離れるまでは本条でいう「卒業した者」から除外する。 

(選任の方法) 

第 9 条 職員評議員及び卒業生評議員の選任方法については、別に定める選任規則によるものとす

る。 

(補欠順位の決定) 

第 10 条 職員評議員及び卒業生評議員の選出にあたっては、その所属する区分ごとに補欠順位を決

めておかなければならない。 

2 評議員に欠員を生じた時は、前項で決定した順位に従って補充することができる。 

3 前第２項に基づき評議員の補充をしたにもかかわらず、さらに評議員に欠員が生じ、補欠順位の

者も不在となった場合は、評議員会の同意を得て理事会が定めた選任実施要領に基づき、再度該当区

分における補欠順位を決め、その順位に従って補充することができる。 

(学識経験者評議員の選任) 

第 11 条 寄附行為第 25 条第 1 項第 6 号に規定する学識経験者とは、この法人の設置する学校の運

営について高い識見を有する者とし、学識経験者評議員という。 

2 学識経験者評議員の人数は、6人以上 8人以内までとする。 

3 前第 2 項のうちの 3 人は東京薬科大学後援会会長、学校法人東京医科大学を代表とする者、学校

法人工学院大学を代表とする者とする。ただし、各々は、その地位を退いたときは、新たにその地位

に就任した者が、学識経験者評議員となる。 

4 前第 2項のうちの 3人は評議員理事決定前に評議員会において選任する。 

5 前第 3 項及び 4 項以外の学識経験者評議員の選任は、理事会の推薦に基づいて、評議員会決議に

よるものとする。 

 

第 4 章 補則 

(評議員会の開催) 

第 12 条 次期評議員が決定されたなら、評議員会は学識経験者評議員 3 人をすみやかに選任しなけ

ればならない。この評議員会の招集は管理委員会委員長が行う。 

(理事会の開催) 

第 13 条 評議員理事が決定されたら、理事会を開催し、すみやかに理事長を選任しなければならな

い。この理事会の招集は管理委員会委員長が行う。 

(監事の職務) 

第 14 条 監事は評議員選挙及び学識経験者評議員、理事、学識経験者理事及び理事長の選任が適切

に行われているかを監査しなくてはならない。 

(細則の改廃) 

第 15条 この細則の改廃は、理事会及び評議員会の議決を経て行う。 

附 則 

この細則は、令和 5年 3月 19日から施行する。 
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３．学校法人東京薬科大学評議員選任規則 

平成 31 年 3 月 13 日改正 

 

第 1 章  総則  

(趣旨 ) 

第 1 条  学校法人東京薬科大学寄附行為施行細則 (以下「施行細則」という。)第 3 条

第 3 項及び第 9 条の規定に基づき、職員評議員及び卒業生評議員の選任方法につい

て次のとおり定める。  

 

第 2 章  職員評議員の選任  

(職員評議員の選任 ) 

第 2 条  施行細則第 4 条の規定による教育職員から選任される評議員の選出は、同

条に定める各区分ごとに、施行細則第 6 条第 1 項に定める選挙人の投票によって行

う。投票の方法は、各区分ごとに、薬学部教育職員においては 6 名以内、生命科学部

教育職員においては 2 名以内の連記投票とし、それ以外の投票は無効とする。  

2 施行細則第 4 条の規定による事務職員から選任される評議員の選出は、施行細則

第 6 条第 1 項に定める選挙人投票によって行う。投票の方法は 3 名以内の連記投票

とし、それ以外の投票は無効とする。  

3 前第 1 項及び前第 2 項の規定により選出された者について、施行細則第 3 条第 4

項の手続きを経て職員評議員を選任するものとする。  

 

第 3 章  卒業生評議員の選任  

(卒業生評議員の選任 ) 

第 3 条  施行細則第 7 条第 1 項の規定による評議員 (以下「卒業生評議員」という。)

の推薦は、一般社団法人東京薬科大学同窓会東薬会から選出する者とする。  

2 施行細則第 7 条第 2 項の規定による評議員 (以下「卒業生評議員」という。 )の選

出は、前項に該当する者を除く東京薬科大学又はその前身校を卒業した年齢 25 年以

上の者から選任された者とし、同一人を重複して選出することは出来ない。投票の方

法は、 A 群区及び B 群区は 4 名以内 (男女 2 名ずつ以内 )、 C 群区は 2 名以内 (男女 1

名ずつ以内 )、 D 群区は 2 名以内の連記投票とし、それ以外の投票は無効とする。  

3 前第 1 項及び前第 2 項の規定により選出された者について、施行細則第 3 条第 4

項の手続きを経て卒業生評議員を選任するものとする。  

(公募人数の明示 ) 

第 4 条  施行細則第 7 条第 2 項の規定による卒業生評議員の選出は、施行細則第 8

条に定める各群別区分ごとにその選任を要する人数を明示して候補者を公募する。  

(公募の掲載 ) 

第 5 条  前第 4 条に規定する公募の方法及び公募の内容は、本学が発信する東京薬

科大学広報号外及び本学ホームページに掲載する。  

(立候補の届出 ) 

第 6 条  施行細則第 7 条第 2 項の規定による卒業生評議員に立候補する者は、定め

られた期日までに評議員選任管理委員会に本学所定の申込書に必要事項を記入し、

その他申込書に記載された必要書類を添え、立候補届を提出しなければならない。  

2 立候補者は、東京薬科大学又はその前身校を卒業した年齢 25 年以上の者で、こ

の法人の職員でない者とする。  
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3 立候補届は、卒業生 10 人以上の推薦書を添付するものとする。  

4 立候補の申込書や他の必要書類において著しい不備あるいは誤った記載があっ

た場合、立候補者はその資格を失うものとする。  

5 前第 1 項の届出がない場合、又は届出数が定員を欠く場合には、次に定める第 8

条第 2 項の規定にかかわらず、第 10 条に定める選考方法による。  

(立候補者の推薦 ) 

第 7 条  施行細則第 7 条第 2 項の規定による立候補者の推薦は、立候補者の属する

群別区においてその同群別区に属する者が 1 名を推薦することができる。  

2 推薦人は立候補者となることはできない。  

3 本学の職員は推薦人となることはできない。  

(選挙人及び選出方法 ) 

第 8 条  施行細則第 7 条第 2 項の規定による卒業生評議員の選出に係る選挙人は、

東京薬科大学又はその前身校を卒業した者で、この法人の職員でない者とする。  

2 前第 4 条の定めるところにより、立候補した者のうちから同群別区分に属する選

挙人の投票によりその得票数の多い順に定数の評議員予定者を選出する。  

(選挙運動 ) 

第 9 条  本選挙にあたって、選挙人及び被選挙人は、選挙運動について、良識ある判

断に基づき行動しなければならない。  

2 選挙人及び被選挙人は、特定の個人又は容易に特定の個人を連想させる事柄につ

いて、誹謗中傷してはならない。  

3 立候補者及び推薦者は、本学ホームページを利用して、立候補者の所信を卒業生

に広く伝えることができる。  

 

第 4 章  雑則  

(卒業生評議員の選考委員会 ) 

第 10 条  前第 6 条第 5 項により、施行細則第 7 条第 2 項の規定による卒業生評議員

の選任のため、卒業生評議員選考委員会 (以下「選考委員会」という。 )を設ける。  

2 前項の選考委員会は、委員 7 名以内をもって構成し、選考委員の互選により委員

長を定める。その議事は委員総数の過半数の同意をもって決する。  

3 前項の委員は、前第 8 条第 1 項に定める卒業生評議員の選出に係る選挙人のうち

から理事長が推薦し、理事会で決定する。選出された委員は、卒業生評議員になるこ

とはできない。  

4 選考委員会により選出された者について、施行細則第 3 条第 4 項の手続きを経て

卒業生評議員を選任するものとする。  

(評議員選任管理規程との関連 ) 

第 11 条  前各条に定めるもののほか、評議員選任の実施に関する細目については、

別に定める学校法人東京薬科大学評議員選任管理規程によるものとする。  

 

附  則  

この規則は、平成 31 年 3 月 13 日から施行する。  
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４．学校法人東京薬科大学評議員選任管理規程 

平成 31 年 3 月 13 日改正 

 

(目的) 

第 1条 学校法人東京薬科大学寄附行為施行細則(以下「施行細則」という。)第 3条に基づき、職員

評議員の選任並びに施行細則第 7 条第 2 項の規定による卒業生評議員に係る立候補者の受付及び卒

業生評議員予定者の選任に関する施行細目を次のとおり定める。 

(管理委員会委員の委嘱) 

第 2条 理事長は、在任中の評議員の任期が満了となる日の 180日前までに、施行細則第 3条第 1項

の規定による所定の手続きを経て、管理委員会委員若干名を委嘱しなければならない。 

(評議員選任の公告及び評議員選任実施要領の交付) 

第 3 条 管理委員会は、職員評議員の選任においては、在任中の評議員の任期が満了となる日の 60

日前までに、卒業生評議員の選任においては、在任中の評議員の任期が満了となる日の 150日前まで

に、次期評議員選任の実施についての公告をしなければならない。 

2 公告の方法は、東京薬科大学広報号外及び本学ホームページに掲載するものとし、管理委員会の

名において評議員選任の実施を宣するとともに、次の各号について示すものとする。 

(1) 寄附行為第 25条第 1項第 4号の規定による評議員(職員評議員)の選出に係る投票日 

(2) 施行細則第 7条第 2項の規定による評議員(卒業生評議員)の選出に係る手続きの日程 

イ 立候補届出の期限 

ロ 投票の期限 

ハ 評議員選任の期限 

3 前第 2項における各日程は、次の各号を基準として設定する。 

(1) 前項第 1号の期日 公告後 10日を経過した後、適当な時期 

(2) 前項第 2号 

イの期限 公告後 60日以内 

ロの期限 公告後 130日以内 

ハの期限 施行細則第 3条第 3項の規定により公告後 150日以内 

4 管理委員会は、第 2 項の公告と同時に「学校法人東京薬科大学評議員選任実施要領」を作成し、

これを選挙人その他評議員選挙関係者に遅滞なく交付しなければならない。また、本学ホームページ

にその内容を掲載するものとする。 

(選出の管理) 

第 4 条 職員評議員、施行細則第 7 条第 2 項の規定による卒業生評議員の立候補及び選出の管理は、

次の各号によるものとする。 

(1) 卒業生評議員の立候補届の管理を行う。 

(2) 投票用紙は、管理委員会において管理する。 

(3) 投票された評議員の投票用紙はそのまま、鍵のかかる投票箱又は保管庫に開票時まで保管する。 

(4) 職員評議員及び施行細則第 7 条第 2 項の規定による卒業生評議員の選挙の開票は、同一日に行

う。管理委員会は、開票にあたって本学職員の中から本人の承諾を得て開票立会人 3名を定める。 

(5) 管理委員会は、開票立会人立ち会いの下に投票箱を開き、投票総数を計算し、確認する。疑問

票については管理委員会が即時決定する。 

(6) 定数を超えて同一得票数の者があった場合は、抽選によって決するものとする。抽選の方法は、

該当者数の札を箱に入れ、開票立会人の指名した者がこれを引くものとする。 

(7) 選挙人は、管理委員会の許可を得て、開票につき参観することができる。 

(8) 管理委員会は、選挙の結果を指定された日時までに理事長に報告するとともに、当選者を学内

に掲示し、当選証書を付与する。 
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(9) 選挙結果については、関係者からの求めがあれば閲覧を許可できる。ただし、この期間は学内

掲示の日より 1か月間とする。 

(10) 投票後の投票用紙の保管は、開票後 2か月間とする。 

(職員評議員予定者の選出) 

第 5 条 管理委員会は、職員評議員の選出に係る投票日の 20 日前までに、投票の実施について職員

掲示板に公示しなければならない。 

2 前項の公示と同時に、選挙人名簿及び被選挙人名簿並びに不在者投票の日時、場所について掲示

するとともに、「職員評議員の選出要領」を作成し、これを職員評議員選挙人に交付しなければなら

ない。 

(卒業生評議員立候補者の選出) 

第 6条 管理委員会は、全卒業生に対し、施行細則第 7条第 2項の規定による卒業生評議員候補者募

集要項を送付するとともに、本学ホームページに、その内容を掲載するものとする。 

2 立候補届は郵送(簡易書留ないし書留)も受け付けるが、期限を過ぎて到着した立候補届は受理し

ない。(期限内必着) 

3 管理委員会は、前項の届出を締め切った後、群別区分に定める各区分ごとに立候補者の選出を行

うものとする。 

4 群別区分の立候補者が定数に満たない場合及び同数の場合は、その区分での立候補者は、無投票

により卒業生評議員予定者となる。 

5 群別区分の立候補者が定数に満たない場合には、直ちに理事長に報告し、理事長は速やかに卒業

生評議員の選考委員会を組織する。 

6 選考委員会は、前号での不足数を補充選出し、すみやかに管理委員会に報告する。 

(卒業生評議員予定者の選出) 

第 7 条 管理委員会は、施行細則第 7 条第 2 項の規定による卒業生評議員立候補者名簿を本学ホー

ムページに掲載し、その旨を全卒業生に通知しなければならない。また、卒業生の求めに応じて名簿

を送付する。管理委員会は通知とともに投票用紙を送付し、また投票締切期限までに到着した投票用

紙を管理する。ただし、立候補者が定数に満たない場合及び同数の群別区分に該当する卒業生には、

投票用紙は送付しない。 

2 投票期限が過ぎて到着した投票用紙は受理しない。(期限内必着) 

 

附 則 

この規則は、平成 31年 3月 13日から施行する。 
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Ⅸ.
評
議
員
選
任
関
係
規
程







評議員選任管理委員会事務局
学校法人 東京薬科大学

学校法人東京薬科大学総務部総務課内
電話　　:　042-676-6702（月曜～金曜日 8:45～17:00（祝日を除く））
E-mail　 :　senkyo24@toyaku.ac.jp
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